
 愛知県名古屋市

 京都府

（認特）　中部リサイクル運動市民の会

（公財）　京都市環境保全活動推進協会

障がい者福祉施設との連携による地域資源
循環ネットワークの構築活動

「なごやハートステーションPROJECT」

プラスチックごみ削減活動を通じた住民と
観光客の持続可能な共存

ハートステーションの数 3 か所

手数料総額 51,550 円

今年度計画の達成度 50 ％

目標達成度 20 ％

実　践

ひろげる助成

1年目

実　践

ひろげる助成

2年目

活動地域

活動地域

活動内容と成果
● 実行委員会を立ち上げ、幹事会を定期的に開催する
ことができた
● ハートステーションを3か所設置した。加えて、2か所
の設置候補団体を見つけた
● ウェブサイト、パンフレット、チラシ、パネル、バ
ナー、ステッカーを制作し、SNSで情報発信した
●新聞折込チラシでPRした
● ハートステーションで羽毛製品とリユース品の回収
を行った
●ハートステーションに支払う手数料が確定できた
● 中部地方の有名繊維商社の職員と、アパレル商品の
廃棄処分削減に向けた勉強会を開始した

活動内容と成果
●�祇園祭では、露店の出店が中止されたため、リユー
ス食器の導入や給水スポットの設置はできなかっ
たが、大学生リーダーによる活動を行った
●�全国の祭りやイベントでのごみ削減策事例につい
て調査を行い、今後の活動に必要な情報を得た
●�お祭り以外の観光地として、嵐山での取組みを計
画し、地元商店街との調整を行い、今後の活動での
協力関係が築けた
●�ポスト新型コロナウイルスの観光と都市のあり方
に関するセミナーを開催し、今後の考え方を共有
できた

課　題
名古屋市には、羽毛製品のリサイクルや、まだ使える不
用品のリユースのための受け皿が足りていない。また、
障がい者の就労機会の増加や工賃の向上も求められて
いる。

目　標
市内に多くのハートステーションができ、市民が持ち込
む羽毛製品やリユース品をリサイクル・リユースする
活動が障がい者の工賃向上とノーマライゼーションに
寄与している。

課　題
観光やお祭りでは、来訪者がもたらす環境負荷が高
くなり、地域住民の負担が増すことで文化的にも持
続可能性が危ぶまれている。

目　標
祇園祭におけるプラスチックごみが発生しにくい仕
組みづくりを通じて、地域住民と観光客とがともに
環境と文化の持続性向上につながるような行動がと
れるようになる。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
新型コロナウイルス禍のため、ハー
トステーション設置のための障がい
者福祉施設への訪問営業ができな
かった。

■工夫した点
じっくりと時間をかけて広報ツール
を制作し、情報発信を行った。その
結果、予想以上に協力者を得ること
ができた。

■苦労した点
新型コロナウイルス感染症対策が断
続的に行われ、取組みの対象となる
祭りなどが実施できるかどうかの判
断ができない状況になった。

■工夫した点
ポスト新型コロナウイルスの観光や
都市のあり方についての関心に合わ
せて、テーマに沿ったオンラインセ
ミナーを開催した。

インターネットを活用した情報発信を強化し、オンラインで集客・営業を行える体
制をつくりたい。ハートステーションで活動する障がい者の工賃向上に向けて、
ハートステーションへの持ち込み件数を増やしたい。

祇園祭だけでなく、通年にわたる観光地である嵐山においても取組みを実施し、ポ
スト新型コロナウイルスの観光と地域住民との関係の中で、環境や持続可能性に
つながる仕組みを提案したい。

今後の
展望

今後の
展望

ハートステーション運営団体の皆さんハートステーション運営団体の皆さん

大学生リーダーの活動の様子大学生リーダーの活動の様子

ハートステーションの目印となるハートステーションの目印となる
ステッカーステッカー

オンラインセミナーの様子オンラインセミナーの様子

イベント参加者 42 人

大学生リーダー 24 人

今年度計画の達成度 30 ％

目標達成度 50 ％


